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(57)【要約】
【課題】バックライトのエリア制御において、電力低減
と画質改善をバランス良く改善すること。
【解決手段】初期調光値算出部１１は、各エリアごとに
入力した映像信号の輝度に合わせて各エリアに対応する
バックライトの初期調光値Ｋ０を算出する。黒面積測定
部２２は、画面内の各画素の輝度信号レベルＹが黒レベ
ル閾値Ｙ０以下となる画素数の割合から黒面積Ｓを測定
する。最低調光値出力部２５は、測定された黒面積Ｓを
黒面積閾値Ｓ０と比較して最低調光値Ｋｍｉｎを決定す
る。ＬＥＤ制御信号算出部３１は、初期調光値Ｋ０と最
低調光値Ｋｍｉｎの大きい方の調光値Ｋ１に基づきＬＥ
Ｄ光源に制御信号を出力する。黒面積Ｓが黒面積閾値Ｓ
０以下の場合には、最低調光値出力部２５は、最低調光
値Ｋｍｉｎとして調光値の取りえる最大値を出力する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルと、該液晶パネルに光を照射するためのバックライトと、該バックライトか
らの光の強度を制御する制御部とを備え、前記バックライトを複数のエリアに分割されて
おり、前記制御部により、前記各エリアに対応する映像信号の輝度に基づいてエリア毎に
光の強度を制御するためのエリア制御を行うように構成された液晶表示装置において、
　１画面分の映像信号から所定輝度以下の映像信号の度合いを検出する検出部を有し、
　前記制御部は、前記検出部により検出された前記度合いが所定値以下の場合は前記エリ
ア制御を停止することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　映像を表示する液晶パネルを複数のエリアに分割し、バックライトとして各エリアの明
るさを独立に制御するＬＥＤ光源を備えた液晶表示装置において、
　上記エリアごとに入力した映像信号の輝度を検出し、検出した輝度に合わせて該エリア
に対応するバックライトの初期調光値Ｋ０を算出する初期調光値算出部と、
　画面内の各画素の輝度信号レベルＹを黒レベル閾値Ｙ０と比較し、閾値Ｙ０以下となる
画素数の割合から黒面積Ｓを測定する黒面積測定部と、
　該黒面積測定部にて測定された黒面積Ｓを黒面積閾値Ｓ０と比較して最低調光値Ｋｍｉ
ｎを決定する最低調光値出力部と、
　上記初期調光値Ｋ０と上記最低調光値Ｋｍｉｎの大きい方の調光値Ｋ１に基づき上記Ｌ
ＥＤ光源に制御信号を出力するＬＥＤ制御信号算出部と、を備え、
　上記最低調光値出力部は、上記黒面積Ｓが上記黒面積閾値Ｓ０以下の場合には、上記最
低調光値Ｋｍｉｎとして調光値の取りえる最大値を出力することを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項３】
　請求項２に記載の液晶表示装置において、
　前記最低調光値出力部は、前記黒面積Ｓが前記黒面積閾値Ｓ０より大きい場合には、前
記最低調光値Ｋｍｉｎとして調光値の取りえる最小値よりも大きく前記黒面積Ｓに応じて
予め定めた中間調光値を出力することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の液晶表示装置において、
　前記最低調光値出力部は、前記黒面積Ｓが画面全体の場合には、前記最低調光値Ｋｍｉ
ｎとして予め定めた全黒用調光値を出力することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項２または３に記載の液晶表示装置において、
　前記バックライトの制御モードとして、高画質設定と低電力設定のいずれかを選択する
モード切替部を備え、
　前記黒面積閾値Ｓ０または前記中間調光値は、上記選択された制御モードに連動して切
り替わることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項２ないし５のいずれか１項に記載の液晶表示装置において、
　前記黒面積測定部にて測定された黒面積Ｓに応じてＬＥＤ補正ゲイン信号Ｇ１を算出す
るＬＥＤゲイン補正部を備え、
　前記ＬＥＤ制御信号算出部は、上記ＬＥＤ補正ゲイン信号Ｇ１にて前記調光値Ｋ１を補
正し、前記ＬＥＤ光源に制御信号を出力することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　液晶パネルと、該液晶パネルに光を照射するためのバックライトと、該バックライトか
らの光の強度を制御する制御部とを備え、前記バックライトを複数のエリアに分割されて
おり、前記制御部により、前記各エリアに対応する映像信号の輝度に基づいてエリア毎に
光の強度を制御するためのエリア制御を行うように構成された液晶表示装置において、
　前記制御部は、前記各エリアに対応する映像信号の輝度が０の場合でも当該エリアの光
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の強度を０よりも大きくするように前記バックライトを制御することを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項８】
　映像を表示する液晶パネルを複数のエリアに分割し、各エリアの明るさを独立に制御す
るバックライトの制御方法において、
　上記エリアごとに入力した映像信号の輝度を検出し、検出した輝度に合わせて該エリア
に対応するバックライトの調光値を算出するステップと、
　画面内の各画素の輝度信号レベルＹを黒レベル閾値Ｙ０と比較し、閾値Ｙ０以下となる
画素数の割合から黒面積Ｓを測定するステップと、
　該測定された黒面積Ｓに応じて上記算出した調光値を補正するステップとを備え、
　該測定された黒面積Ｓが黒面積閾値Ｓ０以下の場合には、上記バックライトの調光値を
最大値に設定することを特徴とするバックライトの制御方法。
【請求項９】
　請求項８に記載のバックライトの制御方法において、
　前記測定された黒面積Ｓが前記黒面積閾値Ｓ０より大きい場合には、前記バックライト
の調光値を調光値の取りえる最小値よりも大きく前記黒面積Ｓに応じて予め定めた中間調
光値に設定することを特徴とするバックライトの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像を表示する液晶パネルを背面から照射するバックライトを備え、表示す
る映像信号に応じてバックライトの輝度調整を行う液晶表示装置及びバックライトの制御
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置では、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）やプラズマディスプレイパネルなどの
自発光型の表示装置とは異なり、非発光の液晶パネル（光透過型の光変調素子）と、その
裏面にパネルを照射するバックライトを備える構成となっている。通常、バックライトは
映像信号に係わらず一定の明るさでＬＥＤなどの光源を発光させ、液晶パネルの光透過率
を映像信号の明るさに応じて制御することで所望の明るさの映像を表示する。そのため、
暗い映像であってもバックライト光源の電力は減少せず一定で消費されることになり、電
力効率が良くない。この対策として、バックライトの明るさを可変とし、入力映像信号の
レベルに応じて液晶パネルの階調レベルとバックライトの明るさを制御することで消費電
力を低減する技術が知られている。また、バックライトを複数の領域（エリア）に分割し
、各領域ごとに上記のバックライトの明るさを制御する技術も知られている（エリア制御
、あるいはローカルディミングと呼ばれる）。
【０００３】
　例えば特許文献１に記載される画像表示装置では、ＬＥＤバックライトの輝度を画素単
位で制御することにより、高性能なＡＣＣ（Automatic Contrast Circuit）回路を提供す
ることを目的に、映像信号の平均輝度情報、黒レベル領域検出、白レベル領域検出を行う
画面情報分析手段と、該画面情報分析手段より出力された制御信号によって個々のＬＥＤ
バックライトの輝度を制御するＬＥＤバックライト制御手段を備える構成としている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－３０５８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記エリア制御によれば、エリアごとに消費電力を最適化できるので、バックライト全
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体の消費電力を最小化することができる。しかし、画面の絵柄によっては、エリア制御を
施すことにより画質が劣化する場合がある。
【０００６】
　図６は、エリア制御の効果が画面の絵柄に依存することを説明する図であり、一画面を
照射するバックライトの照射面（液晶パネルの表示面に相当）が複数のエリアに二次元的
に分割されている。この例では、４５エリアに分割されている。
【０００７】
　画面６１０は、黒色の背景６１１に小さな白色の領域（白ウィンドウ）６１２が存在す
る場合である。この場合にエリア制御を行うと、電力低減とコントラスト改善の効果が得
られる。これは、黒色の面積が広いほどバックライト輝度を絞るエリア数が増大するので
トータルの電力低減量が大きくなること、また黒色領域６１１のバックライト輝度を下げ
ることで黒浮きを抑え、白ウィンドウ６１２とのコントラスト比が改善するためである。
反面、黒色領域６１１のバックライト輝度を下げることで白ウィンドウ６１２の輝度が周
囲の黒色領域６１１に漏れ込んでハロー６１３が発生しやすくなるという課題がある。
【０００８】
　画面６２０は、白色の背景６２１に小さな黒色の領域（黒ウィンドウ）６２２が存在す
る場合である。この場合は、電力低減とコントラスト改善の効果は小さい。なぜなら、バ
ックライト輝度を絞るエリア数が少ないことと、大面積の白背景６２１の中に黒ウィンド
ウ６２２が存在する絵柄では視覚上のコントラストが高いからである。この場合には、黒
ウィンドウ６２２周辺の白背景エリアの輝度低下が課題となる。これは、黒ウィンドウ６
２２のバックライト輝度を絞ることで、黒ウィンドウエリアから周囲の白背景エリアに漏
れ込むバックライト光がなくなるからである。明るい画像について輝度低下が発生すると
、視覚的に大きな画質劣化を与えることになる。
【０００９】
　このように、明るい絵柄においてエリア制御を施すと、得られる効果が少ない割に画質
劣化の弊害が大きくなる。よって、エリア制御は電力低減と画質改善のバランスを考慮し
て、映像の絵柄に応じて適切に施すことが望ましい。前記特許文献１では、黒レベル領域
の面積に応じて変異点以下の信号の輝度を下げる、あるいは白レベル領域の面積に応じて
変異点以上の信号の輝度を上げるように、ＬＥＤバックライトを制御するものであるが、
電力低減と画質改善のバランスを考慮したものではない。
【００１０】
　本発明の目的は、バックライトのエリア制御において、電力低減と画質改善をバランス
良く改善する液晶表示装置及びバックライトの制御方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、映像を表示する液晶パネルを複数のエリアに分割し、バックライトとして各
エリアの明るさを独立に制御するＬＥＤ光源を備えた液晶表示装置において、各エリアご
とに入力した映像信号の輝度を検出し、検出した輝度に合わせて各エリアに対応するバッ
クライトの初期調光値Ｋ０を算出する初期調光値算出部と、画面内の各画素の輝度信号レ
ベルＹを黒レベル閾値Ｙ０と比較し、閾値Ｙ０以下となる画素数の割合から黒面積Ｓを測
定する黒面積測定部と、黒面積測定部にて測定された黒面積Ｓを黒面積閾値Ｓ０と比較し
て最低調光値Ｋｍｉｎを決定する最低調光値出力部と、初期調光値Ｋ０と最低調光値Ｋｍ
ｉｎの大きい方の調光値Ｋ１に基づきＬＥＤ光源に制御信号を出力するＬＥＤ制御信号算
出部と、を備え、最低調光値出力部は、黒面積Ｓが黒面積閾値Ｓ０以下の場合には、最低
調光値Ｋｍｉｎとして調光値の取りえる最大値を出力する。
【００１２】
　また最低調光値出力部は、黒面積Ｓが黒面積閾値Ｓ０より大きい場合には、最低調光値
Ｋｍｉｎとして調光値の取りえる最小値よりも大きく黒面積Ｓに応じて予め定めた中間調
光値を出力する。
【００１３】
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　本発明は、映像を表示する液晶パネルを複数のエリアに分割し、各エリアの明るさを独
立に制御するバックライトの制御方法において、各エリアごとに入力した映像信号の輝度
を検出し、検出した輝度に合わせて各エリアに対応するバックライトの調光値を算出する
ステップと、画面内の各画素の輝度信号レベルＹを黒レベル閾値Ｙ０と比較し、閾値Ｙ０
以下となる画素数の割合から黒面積Ｓを測定するステップと、測定された黒面積Ｓに応じ
て上記算出した調光値を補正するステップとを備え、黒面積Ｓが黒面積閾値Ｓ０以下の場
合には、バックライトの調光値を最大値に設定する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、バックライトのエリア制御において、電力低減と画質改善をバランス
良く改善する液晶表示装置及びバックライトの制御方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明による液晶表示装置の一実施例を示すブロック構成図。
【図２】バックライト輝度補正部２０の動作を示すフローチャート。
【図３】黒面積Ｓに対する最低調光値Ｋｍｉｎの具体例を示す図。
【図４】黒面積Ｓに対するＬＥＤ補正ゲインＧ１の具体例を示す図。
【図５】液晶パネルにおける一般的な輝度特性を示す図。
【図６】エリア制御の効果が画面の絵柄に依存することを説明する図。
【図７】バックライトの各エリアに対応するバックライトブロックの一構成例を示す図。
【図８】バックライトブロックに用いられる導光板の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について図面を用いて説明する。
  まず、本実施例に係るバックライトの各エリアに対応するバックライトブロックの構成
について図７及び８を参照して説明する。すなわち、本実施形態に係るバックライトは、
複数のバックライトブロックを二次元的に複数配列して構成したものである。
【００１７】
　図７は、バックライトの各エリアに対応するバックライトブロックの一構成例を示す図
で、例えば図６に示される４５分割された各エリアに対応するものである。バックライト
ブロックのそれぞれは、例えば図７に示されるように、一次光源としての例えば発光ダイ
オード（ＬＥＤ）９０１が、ＬＥＤ駆動基板９０２の一方の面（液晶パネル９０６側の面
）に実装されている。一方、ＬＥＤ駆動基板９０２の他方の面には、ＬＥＤ９０１に駆動
電流を供給するためのＬＥＤドライバ９０７が実装されており、このＬＥＤドライバ９０
７からＬＥＤ９０１へ供給される駆動電流が後述するＬＥＤドライバＩＦ３０により制御
される。ここで、ＬＥＤ９０１は、例えば白色光を出射するものであり、またＬＥＤの電
極面に対して水平方向（この例ではＬＥＤ駆動基板９０２の主平面と平行な方向と等しい
）に光を出射する、いわゆるサイドビュー型のＬＥＤを用いている。当然ながら、ＬＥＤ
の電極面に対して垂直方向に光を出射するトップビュー型のＬＥＤを用いてもよい。
【００１８】
　このＬＥＤ９０１の光出射側には、ＬＥＤ９０１からの出射光（図７中では点線の矢印
で示している）を前面側（液晶パネル９０６側）に導く導光板９０４が配置されている。
ここで、ＬＥＤ９０１は、１枚の導光板９０４に対し複数個（例えば３個）用いられてお
り、ここでは、複数のＬＥＤ９０１が紙面と直交する方向に一列に配列されているものと
する。また導光板ブロック９０４の背面側には、導光板９０４に入射されたＬＥＤ９０１
からの出射光を効率的に前面側に反射させるための反射シート９０３が設けられている。
また反射シート９０３とＬＥＤ駆動基板９０２との間の空間には、光の反射のために白色
にされた支持部材９０９が配置されており、この支持部材９０９により反射シート９０３
及び導光板９０４をその背面側から支持する。
【００１９】
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　導光板９０４（導光板１０４）の液晶パネル１０６の垂直方向（図７の紙面左右方向）
の断面は、図７に示されるように光が入射される入射端面から、その入射端面と対向する
先端部にかけて次第に厚さが薄くなる楔形の形状を為している。更に導光板９０４の背面
側には反射シート９０３が設けられている。このため、導光板９０４に入射したＬＥＤ９
０１からの出射光は上記した導光板９０４の楔形の形状、及び反射シート９０３の反射作
用により導光板９０４内部で上方向（液晶パネル９０６側の方向）に屈曲される。さらに
、導光板９０４の底面（反射シート９０３側の面）あるいは光出射面（液晶パネル９０６
側の面）に設けられた拡散反射パターンの作用によって、入射光輝度レベルがほぼ均一な
面状の光として、例えば図７の点線の矢印で示されるように、上方（液晶パネル９０６側
の方向）に出射される。
【００２０】
　拡散板９０５は、導光板９０４から出射された光を拡散してさらに空間的に均一な面状
の光として液晶パネル９０６に出射する。液晶パネル９０６は、入力映像信号に基づきピ
クセル毎に光透過率が制御され、拡散版９０５からの光を空間的に変調して映像を形成す
る。これにより、図中の紙面上方を向かう矢印に示す映像光が液晶表示装置の前面側に出
力される。
【００２１】
　この例では、ＬＥＤ１０１として白色光を出射するＬＥＤを用いたが、これに限定され
るものではなく、例えばＲ、Ｇ、Ｂの三色の光をそれぞれ放出する３つのＬＥＤの組を複
数用いてもよい。
【００２２】
　このような構成のバックライトブロックが、液晶パネルの背面において画面の水平及び
垂直方向に二次元状に複数配列されている。そして、各バックライトブロックに対してそ
れぞれ設けられているＬＥＤ１０１（ここでは３個一組）を個別に制御することで各エリ
アの明るさを独立して制御可能にされている。
【００２３】
　図８は、バックライトブロックに用いられる導光板の一例を示す図である。導光板は、
１つの光源ブロック２０２に対して１つの導光板を用いてもよいが、例えば図８に示され
るように、画面水平方向（横方向、図８の奥行き方向と等しい）に複数（図８では４個）
の導光板を結合して一体化し、４つのバックライトブロックに対して１つの一体型導光板
９１０を用いるようにしてもよい。この一体型導光板９１０を画面水平方向及び垂直方向
に複数配列することで液晶パネル全面をカバーする導光板を構成する。このとき、一体化
導光板９１０には画面垂直方向に延びる溝９１１が形成されており、これにより一体化導
光板９１０が、それぞれが光源ブロック２０２に対応する複数の導光板ブロック９１２に
分割される。これとは逆に、図示しないが、画面垂直方向に複数の導光板を結合して一体
化してもよい。
【００２４】
　続いて、本実施例にかかるエリア制御について説明する。
  図１は、本発明によるエリア制御を行うための、液晶表示装置の一実施例を示すブロッ
ク構成図である。かかる液晶表示装置は、上述のように、映像を表示する液晶パネルを複
数のエリアに分割し、バックライトとして各エリアの明るさを独立に制御するＬＥＤ光源
を備えている。図では、バックライトの明るさ（ＬＥＤのゲイン）の制御部分と、液晶パ
ネルへ供給する映像信号の補正部分について示している。
【００２５】
　装置の構成は、各エリアのバックライト輝度を制御する系統として、初期調光値算出部
１１、空間フィルタ１２、時間フィルタ１５、ＬＥＤドライバインタフェース（Ｉ／Ｆ）
３０を有する。また、液晶パネルで表示する各画素の映像信号を補正する系統として、映
像補正倍率算出部３３、映像補正処理部３４を有する。さらに本実施例では、入力映像の
絵柄を解析し黒面積に応じてバックライトの輝度を最適に補正するバックライト輝度補正
部２０を備えるものである。
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【００２６】
　各部の動作を説明する。初期調光値算出部１１は、入力端子１０に入力した映像信号（
ＲＧＢ）についてエリアごとにその信号輝度（強度）を検出し（例えば、エリア内の最大
輝度（強度）を検出）、検出した輝度に合わせてそのエリアのバックライトの初期調光値
Ｋ０を算出する。これにより、映像信号の輝度が低いエリアではバックライトの光の強度
（調光値）を下げ、その分液晶パネルの透過率を大きくして、液晶パネルでの表示輝度を
変えずに電力を低減するものである。空間フィルタ１２は、エリアごとの初期調光値Ｋ０
の空間分布に対してローパスフィルタをかけ（処理部１３）、急峻な変化を緩和させた調
光値Ｋ０’とする。選択部１４は、フィルタ処理後の調光値Ｋ０’と、後述するバックラ
イト輝度補正部２０から出力される最低調光値Ｋｍｉｎを比較し、大きい方の調光値を選
択しこれをＫ１とする。時間フィルタ１５は、フレーム間の調光値Ｋ１の変化にローパス
フィルタをかけ急峻な時間変化を緩和させた調光値Ｋ１’とする。
【００２７】
　ＬＥＤドライバＩ／Ｆ３０にはＬＥＤ制御信号算出部３１を有し、時間フィルタ１５処
理後の調光値Ｋ１’とＬＥＤ最大レベル設定値Ｇ２とからＬＥＤ制御信号を算出し、ＬＥ
Ｄドライバへ出力する。ここで、ＬＥＤ最大レベル設定値Ｇ２は、ユーザによる画面明る
さ調整に連動するＬＥＤゲイン設定部３２の値Ｇ０に、後述するバックライト輝度補正部
２０から出力されるＬＥＤ補正ゲインＧ１を乗算して補正したものである。
【００２８】
　バックライト輝度補正部２０は、本実施例で特に特徴ある部分であり、１画面分（１フ
レーム或いは１フィールド分）の入力映像の絵柄（黒領域の面積）を解析し、黒面積に応
じてバックライトの調光値及びＬＥＤゲインを制御するものである。Ｙ変換部２１は、入
力するＲＧＢ信号を輝度信号Ｙに変換する。黒面積測定部２２は、画面内の各画素の輝度
信号レベルＹを黒レベル閾値Ｙ０と比較し、閾値Ｙ０以下なら「黒」と判定する。そして
、１画面内の映像信号における黒と判定した画素の度合いとして、当該黒と判定した画素
の１画面の映像信号に占める割合（黒面積）を算出或いは測定する。黒レベル閾値Ｙ０は
黒レベル閾値設定部２３により設定される。
【００２９】
　最低調光値出力部２５は、黒面積測定部２２にて測定された黒面積Ｓを黒面積閾値Ｓ０
と比較して最低調光値Ｋｍｉｎを決定する。具体的には、黒面積Ｓが閾値Ｓ０以下の場合
には、Ｋｍｉｎとして調光値の取りえる最大値を与え（ケースＡ）、黒面積Ｓが画面全体
の場合には、Ｋｍｉｎとして全黒用調光値を与え（ケースＢ）、黒面積Ｓがそれらの中間
値の場合には調光値の取りえる最小値よりも大きく、かつ黒面積Ｓに応じて予め定められ
た中間調光値を与える（ケースＣ）。すなわち、本実施例では、黒とそれ以外の階調が混
在する映像において、ケースＡの場合には、黒面積が小さく上述したエリア制御（分割し
たエリア毎にバックライトの明るさを制御する動作）の効果が低いとしてエリア制御をＯ
ＦＦとし、ケースＣの場合は黒面積が大きくエリア制御による効果が現れ易いためエリア
制御をＯＮするものである。
【００３０】
　ここに、黒面積閾値Ｓ０は黒面積閾値設定部２４により設定されるが、モード切替部２
７に連動して異なる値が設定される。また、ケースＣで用いる中間調光値についても、モ
ード切替部２７に連動して異なる値が設定される。最低調光値Ｋｍｉｎは前記空間フィル
タ１２の選択部１４に出力され、大きい方の値が選択される。すなわち、選択部１４から
出力される調光値Ｋ１は最低調光値Ｋｍｉｎを下回ることはない。
【００３１】
　ＬＥＤゲイン補正部２６は、黒面積測定部２２にて測定された黒面積Ｓに応じてＬＥＤ
補正ゲイン信号Ｇ１を算出して、前記ＬＥＤドライバＩ／Ｆ３０へ出力する。
【００３２】
　映像補正倍率算出部３３は、前記時間フィルタ１５からの調光値Ｋ１’に応じて、調光
値を変更した分を補償するための映像補正倍率を算出する。映像補正処理部３４は、入力
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映像信号に映像補正倍率をかけた映像信号を液晶パネルへ供給する。これにより、液晶パ
ネルにおいては本来の輝度で映像を表示することができる。
【００３３】
　モード切替部２７は、ユーザの好みにより２つの制御モードを選択切り替える。１つは
、画質劣化を防止しつつ電力低減を図る「高画質設定」（モード１）であり、もう１つは
、エリア制御を極力使用し電力低減を最大化する「低電力設定」（モード２）である。
【００３４】
　図２は、バックライト輝度補正部２０の動作を示すフローチャートである。以下ステッ
プ順に説明する。
  ＳＴ１０１では、画面の黒面積Ｓを測定する。その内容は、入力画素の輝度レベルＹを
黒レベル閾値Ｙ０と比較し、Ｙ≦Ｙ０となる画素数（黒画素数）をカウントする。画面内
の全画素数に対する黒画素数の割合から、黒面積Ｓを測定する。
【００３５】
　ＳＴ１０２では、測定された黒面積Ｓを黒面積閾値Ｓ０と比較する。Ｓ≦Ｓ０の場合は
ＳＴ１０３へ進み、最低調光値Ｋｍｉｎとして調光値の取りえる最大値（例えば階調レベ
ル１０２３）を与える（ケースＡ）。つまり、画面内に黒色のエリアが存在しても、対応
するバックライト調光値を最大としてエリア制御をＯＦＦ（停止）することを意味する。
【００３６】
　Ｓ＞Ｓ０の場合はＳＴ１０４へ進み、黒面積Ｓが全画面（Ｓ＝１００％）に渡るかどう
かを判定する。この場合、完全に１００％でなく例えば９５％以上でも全画面と見なして
も良い。黒面積Ｓが全画面の場合はＳＴ１０５へ進み、最低調光値Ｋｍｉｎとして予め定
めた全黒用調光値（例えば階調レベル１０）を与える（ケースＢ）。
【００３７】
　黒面積Ｓが上記ケースＡ，ＢのいずれでもなくＳｏ＜Ｓ＜１００％の場合には、ＳＴ１
０６へ進み、黒面積Ｓに応じた中間調光値を与える（ケースＣ）。この図の例ではＫｍｉ
ｎ＝５０として、画面内に黒色のエリアが存在しても、その調光値が最低値５０を下回る
ことがないようにしている。中間調光値は黒面積Ｓの各値に対し予め定めておき、対応す
る値がない場合は、適宜線形補完して決定する。最低調光値Ｋｍｉｎの具体例は後述する
。
【００３８】
　一方ＳＴ１０７では、黒面積Ｓの測定値に応じて、ＬＥＤ補正ゲインＧ１を出力する。
ＳＴ１０８では、出力されたＬＥＤ補正ゲインＧ１を、前記工程で決定された調光値に乗
算され、ＬＥＤ制御信号が決定される。この図の例では、ケースＣの調光値に対しＧ１＝
０．５を適用し、各エリアの調光値を一律に半減させたＬＥＤ制御信号（ケースＣ’）が
生成される。ＬＥＤ補正ゲインＧ１は黒面積Ｓの各値に対し予め定めておき、対応する値
がない場合は、適宜線形補完して決定する。ＬＥＤ補正ゲインＧ１の具体例は後述する。
【００３９】
　ここで、液晶パネルで課題となる「黒浮き」について説明しておく。
  図５は、液晶パネルにおける一般的な輝度特性を示す図である。液晶パネルにおける入
力レベルＰと表示輝度Ｌとの関係はＬ＝Ｐ＾γで近似され、これを対数軸で表すと、ｌｏ
ｇＬとｌｏｇＰは傾きγの直線で示される。実際のパネルでは入力Ｐが小さい領域ではこ
の直線より明るくなってしまう。これが「黒浮き」と呼ばれ、コントラスト悪化の原因と
なる。そこで、黒浮きが発生する領域ではバックライト輝度を絞ることで黒浮きを抑制し
、コントラストを改善することができる。
【００４０】
　本実施例の場合でも、初期調光値算出部１１は、黒浮き防止のため入力レベルの小さい
範囲では調光値を絞る補正を加えている。また、黒面積測定部２２において使用する黒レ
ベル閾値Ｙ０として、黒浮きの発生する領域の境界値（この場合は入力階調レベル＝３２
）を用いることができる。
【００４１】
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　図３は、黒面積Ｓに対する最低調光値Ｋｍｉｎの具体例を示す図である。またこの図で
は、２つのモードに対して、最低調光値Ｋｍｉｎをどのように設定するかを示している。
【００４２】
　黒面積Ｓが黒面積閾値Ｓ０以下のときは、最大調光レベル（Ｋｍｉｎ＝１０２３）とし
、エリア制御をＯＦＦとする（ケースＡ）。黒面積Ｓが画面全体（９５％以上）のときは
、全黒用調光値（Ｋｍｉｎ＝１０）とする（ケースＢ）。それらの中間では、黒面積Ｓに
応じて予め定められた中間調光値を用いて最低調光値Ｋｍｉｎを変化させて設定する（ケ
ースＣ）。
【００４３】
　黒面積閾値Ｓ０は、モード１（高画質設定）では大きな値（約２０％）、モード２（低
電力設定）では小さな値（約５％）とした。これより、モード２の場合にはエリア制御を
広範囲でＯＮ状態とさせ、より大きな電力低減を図ることができる。また、ケースＣにお
ける最低調光値Ｋｍｉｎについては、モード１の場合はモード２の場合よりも大きな値と
している。これは、最低調光値Ｋｍｉｎを大きく与えることで、ハロー発生による画質劣
化を抑圧するためである。また、黒面積Ｓが大きくなるほど最低調光値Ｋｍｉｎを減少さ
せているが、黒面積Ｓが大きくなって黒浮きによる画質劣化が目立つことを抑圧するため
である。これらより、モード１の場合には、エリア制御による画質劣化を防止しつつ、電
力低減を図ることができる。
【００４４】
　図４は、黒面積Ｓに対するＬＥＤ補正ゲインＧ１の具体例を示す図である。ＬＥＤ補正
ゲインＧ１については、２つの制御モードとも同様に設定する。
【００４５】
　黒面積Ｓが中程度（３０－５０％）ではゲインＧ１を基準値１よりも大きくし、黒面積
Ｓが増大するに従い（７０－１００％）基準値１より小さくする。これは、黒面積中程度
の場合には輝度を向上させ、黒面積増大時には輝度差を圧縮してハロー発生を目立たなく
するためである。
【００４６】
　このように、黒面積Ｓに対して調光値だけでなくＬＥＤ補正ゲインＧ１を変えることで
、電力低減と画質改善をバランス良く改善することができる。なお、上記実施例で述べた
制御条件（数値等）は一例であり、対象となる液晶表示装置の性能に合わせて制御条件を
適宜変更することができるのは言うまでもない。
【符号の説明】
【００４７】
　１１…初期調光値算出部、
　２０…バックライト輝度補正部、
　２２…黒面積測定部、
　２５…最低調光値出力部、
　２６…ＬＥＤゲイン補正部、
　３０…ＬＥＤドライバインタフェース（Ｉ／Ｆ）、
　３１…ＬＥＤ制御信号算出部、
　３３…映像補正倍率算出部、
　３４…映像補正処理部、
　Ｋｍｉｎ…最低調光値、
　Ｇ１…ＬＥＤ補正ゲイン。



(10) JP 2011-232590 A 2011.11.17

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(11) JP 2011-232590 A 2011.11.17

【図６】 【図７】

【図８】



(12) JP 2011-232590 A 2011.11.17

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５３５　          　　　　　

(72)発明者  大木　佑哉
            神奈川県横浜市戸塚区吉田町２９２番地　株式会社日立製作所コンシューマエレクトロニクス研究
            所内
(72)発明者  田中　和彦
            東京都国分寺市東恋ヶ窪一丁目２８０番地　株式会社日立製作所中央研究所内
(72)発明者  白石　明弘
            神奈川県横浜市戸塚区吉田町２９２番地　日立コンシューマエレクトロニクス株式会社内
Ｆターム(参考) 2H193 ZF12  ZG02  ZG14  ZG43  ZG45  ZG48  ZG60 
　　　　 　　  5C006 AA11  AA22  AF41  AF51  AF53  AF68  BB11  BB29  BC16  BF21 
　　　　 　　        EA01  FA04  FA25  FA47 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  CC03  DD05  DD10  DD26  EE28  EE29  EE30  JJ01 
　　　　 　　        JJ02  JJ05  JJ06 



专利名称(译) 液晶显示装置和背光控制方法

公开(公告)号 JP2011232590A 公开(公告)日 2011-11-17

申请号 JP2010103355 申请日 2010-04-28

申请(专利权)人(译) 日立消费电子有限公司

[标]发明人 倉林裕之
都留康隆
大木佑哉
田中和彦
白石明弘

发明人 倉林 裕之
都留 康隆
大木 佑哉
田中 和彦
白石 明弘

IPC分类号 G09G3/36 G09G3/34 G09G3/20 G02F1/133

CPC分类号 G09G3/3426 G09G2320/0233 G09G2320/0238 G09G2320/0606 G09G2320/0646 G09G2320/0653 
G09G2360/16

FI分类号 G09G3/36 G09G3/34.J G09G3/20.621.E G09G3/20.612.U G09G3/20.611.A G09G3/20.611.D G09G3
/20.642.A G02F1/133.535 G02F1/133.575

F-TERM分类号 2H193/ZF12 2H193/ZG02 2H193/ZG14 2H193/ZG43 2H193/ZG45 2H193/ZG48 2H193/ZG60 5C006
/AA11 5C006/AA22 5C006/AF41 5C006/AF51 5C006/AF53 5C006/AF68 5C006/BB11 5C006/BB29 
5C006/BC16 5C006/BF21 5C006/EA01 5C006/FA04 5C006/FA25 5C006/FA47 5C080/AA10 5C080
/BB05 5C080/CC03 5C080/DD05 5C080/DD10 5C080/DD26 5C080/EE28 5C080/EE29 5C080/EE30 
5C080/JJ01 5C080/JJ02 5C080/JJ05 5C080/JJ06 2H193/ZH23 2H193/ZH52 2H193/ZH57

其他公开文献 JP5337757B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：在背光区域控制中实现功率降低和图像质量改善的良好
平衡。 ŽSOLUTION：初始光控制值计算单元11根据在每个区域中输入
的视频信号的光强度，计算对应于每个区域的背光的初始光控制值K0。
黑色区域测量单元22基于屏幕内的每个像素的亮度信号电平Y等于或小于
黑色电平阈值Y0的像素数量的比率来测量黑色区域S.最小光控制值输出
单元25通过将测量的黑色区域S与黑色区域阈值S0进行比较来确定最小
光控制值Kmin。 LED控制信号计算单元31基于光控制值K1向LED光源输
出控制信号，该光控制值K1是初始光控制值K0和最小光控制值Kmin之间
的较大值。如果黑色区域S等于或小于黑色区域阈值S0，则最小光控制
值输出单元25输出可被设置为最小光控制值Kmin的最大光控制值。 Ž
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